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除
去
土
壌
の
再
生
利
用
の
基
準
に
関
す
る
質
問
主
意
書 

 

環
境
省
は
二
月
七
日
ま
で
の
予
定
で
、
い
わ
ゆ
る
放
射
性
物
質
汚
染
対
処
特
措
法
（
以
後
、
特
措
法
）
第
四
十
一
条
第
一
項

に
基
づ
く
環
境
省
令
と
し
て
、
特
措
法
の
施
行
規
則
の
一
部
改
正
省
令
（
案
）
と
環
境
大
臣
が
定
め
る
者
の
告
示
（
案
）
（
以

後
、
環
境
省
令
案
）
に
関
す
る
意
見
募
集
を
行
政
手
続
法
に
基
づ
い
て
行
っ
て
い
る
。 

 

こ
の
環
境
省
令
案
に
つ
い
て
、
環
境
省
環
境
再
生
・
資
源
循
環
局
環
境
再
生
施
設
整
備
担
当
参
事
官
室
か
ら
説
明
を
受
け
た

が
、
数
々
の
疑
問
や
手
続
上
の
不
備
が
あ
る
た
め
、
以
下
、
質
問
す
る
。 

一 

そ
も
そ
も
放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
、
規
制
さ
れ
て
い
た
か
ら
こ
そ
除
去
し
た
土
壌
を
、
資
材
と
し
て
再
生
利
用
す
る
こ

と
は
不
適
切
だ
と
思
う
が
ど
う
か
。 

 

二 

特
措
法
第
四
十
一
条
第
一
項
は
、
「
除
去
土
壌
の
収
集
、
運
搬
、
保
管
又
は
処
分
を
行
う
者
は
、
環
境
省
令
で
定
め
る
基

準
に
従
い
、
当
該
除
去
土
壌
の
収
集
、
運
搬
、
保
管
又
は
処
分
を
行
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
定
め
ら
れ
て
お
り
、
こ
の

条
文
に
は
「
再
生
利
用
」
に
当
た
る
言
葉
は
な
い
。 

 
 

と
こ
ろ
が
環
境
省
令
案
で
は
、
「
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
の
基
準
」
を
定
め
る
と
し
て
い
る
。 

 
 

特
措
法
に
は
な
い
「
再
生
利
用
」
に
つ
い
て
法
改
正
を
経
る
こ
と
な
く
、
条
文
を
拡
大
解
釈
し
て
、
環
境
省
令
で
そ
の
基
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準
を
定
め
る
こ
と
は
問
題
で
は
な
い
か
。 

三 
環
境
省
令
案
に
は
、
「
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
の
基
準
」
と
書
か
れ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
再
生
利
用
に
あ
た
っ
て

の
用
途
先
、
遮
蔽
条
件
、
濃
度
限
度
、
必
要
な
覆
土
の
厚
さ
な
ど
、
数
値
基
準
が
ま
っ
た
く
書
か
れ
て
い
な
い
。
こ
れ
ら
の

記
載
が
な
い
ま
ま
で
、
人
々
の
健
康
を
守
る
拘
束
力
を
ど
う
持
た
せ
ら
れ
る
の
か
。 

四 

環
境
省
の
担
当
者
は
、
「
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
の
基
準
」
に
は
書
か
れ
て
い
な
い
詳
細
を
「
中
間
貯
蔵
除
去
土
壌
等
の

減
容
・
再
生
利
用
技
術
開
発
戦
略
検
討
会
」
で
議
論
さ
れ
た
「
福
島
県
内
に
お
け
る
除
染
等
の
措
置
に
伴
い
生
じ
た
土
壌
の

再
生
利
用
の
手
引
き
（
案
）
」
に
落
と
し
込
ん
で
い
る
と
い
う
。
し
か
し
、
「
福
島
県
内
に
お
け
る
除
染
等
の
措
置
に
伴
い

生
じ
た
土
壌
の
再
生
利
用
の
手
引
き
（
案
）
」
に
法
的
拘
束
力
は
な
い
の
で
は
な
い
か
。 

五 

環
境
省
令
案
で
は
、
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
に
つ
い
て
は
、
「
再
生
資
材
化
」
を
行
っ
た
除
去
土
壌
を
用
い
る
こ
と
と
し

て
い
る
。
資
材
で
あ
る
な
ら
ば
、
有
償
と
な
る
と
考
え
る
が
ど
う
か
。
無
償
な
ら
、
そ
れ
は
廃
棄
物
で
あ
り
、
資
材
と
は
み

な
せ
な
い
の
で
は
な
い
か
。
さ
ら
に
は
逆
有
償
で
あ
っ
て
は
な
ら
な
い
と
考
え
る
が
ど
う
か
。 

六 

い
わ
ゆ
る
原
子
炉
等
規
制
法
は
、
原
子
力
事
業
者
に
、
放
射
性
物
質
で
汚
染
さ
れ
た
コ
ン
ク
リ
ー
ト
や
金
属
は
セ
シ
ウ
ム

一
三
四
と
一
三
七
の
総
計
で
百
ベ
ク
レ
ル
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
に
な
ら
な
け
れ
ば
敷
地
外
に
出
し
て
再
生
利
用
さ
せ
る
こ
と
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を
認
め
て
い
な
い
。
ま
た
、
濃
度
を
原
子
力
規
制
委
員
会
が
確
認
で
き
る
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
が
構
築
さ
れ
て
い
る
。 

 
 

一
方
、
環
境
省
は
「
中
間
貯
蔵
除
去
土
壌
等
の
減
容
・
再
生
利
用
技
術
開
発
戦
略
検
討
会
」
で
の
議
論
を
も
と
に
、
八
千

ベ
ク
レ
ル
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
以
下
の
除
去
土
壌
を
、
遮
蔽
お
よ
び
飛
散
・
流
出
の
防
止
を
行
っ
た
上
で
、
道
路
・
鉄
道
・
海
岸

防
災
林
・
防
潮
堤
の
盛
土
材
、
廃
棄
物
処
分
場
の
最
終
覆
土
材
、
中
間
覆
土
材
、
土
地
造
成
・
水
面
埋
立
の
埋
め
立
て
材
、

農
地
の
嵩
上
げ
材
と
し
て
、
全
国
の
公
共
事
業
等
で
再
生
利
用
で
き
る
戦
略
を
立
て
、
そ
の
推
進
を
図
ろ
う
と
し
て
き
た
。 

 
 

こ
の
間
、
原
子
炉
等
規
制
法
に
基
づ
く
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
と
、
戦
略
に
基
づ
く
土
壌
の
再
生
利
用
レ
ベ
ル
は
ダ
ブ
ル
ス

タ
ン
ダ
ー
ド
で
は
な
い
か
と
の
批
判
に
対
し
、
環
境
省
は
、
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
は
「
管
理
さ
れ
た
」
状
態
で
行
う
の

で
、
二
つ
は
別
物
で
あ
り
、
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
は
当
た
ら
な
い
と
の
考
え
方
を
示
し
て
き
た
。 

 
 

改
め
て
問
う
が
、
原
子
炉
等
規
制
法
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
制
度
と
、
環
境
省
令
案
に
は
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
が
あ
る
の
で

は
な
い
か
。 

七 

特
措
法
の
附
則
第
六
条
は
「
政
府
は
、
放
射
性
物
質
に
よ
り
汚
染
さ
れ
た
廃
棄
物
、
土
壌
等
に
関
す
る
規
制
の
在
り
方
そ

の
他
の
放
射
性
物
質
に
関
す
る
法
制
度
の
在
り
方
に
つ
い
て
抜
本
的
な
見
直
し
を
含
め
検
討
を
行
い
、
そ
の
結
果
に
基
づ

き
、
法
制
の
整
備
そ
の
他
の
所
要
の
措
置
を
講
ず
る
も
の
と
す
る
」
と
し
て
い
る
。
い
つ
に
な
っ
た
ら
抜
本
的
な
見
直
し
を



 

４ 

 

行
う
の
か
。
法
改
正
に
よ
り
ダ
ブ
ル
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
を
解
消
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

八 
環
境
省
令
案
に
あ
る
「
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
の
基
準
」
に
は
、
用
途
、
遮
蔽
条
件
、
濃
度
限
度
、
必
要
な
覆
土
の
厚
さ

な
ど
の
記
載
が
な
い
。
何
を
根
拠
に
誰
が
、
基
準
を
守
っ
て
い
る
と
判
断
す
る
の
か
。
環
境
省
の
担
当
者
が
説
明
す
る
よ
う

に
環
境
省
令
案
を
落
と
し
込
ん
で
い
る
「
福
島
県
内
に
お
け
る
除
染
等
の
措
置
に
伴
い
生
じ
た
土
壌
の
再
生
利
用
の
手
引
き

（
案
）
」
に
あ
る
用
途
、
遮
蔽
条
件
、
濃
度
限
度
、
必
要
な
覆
土
の
厚
さ
に
反
し
た
再
生
利
用
が
判
明
し
た
場
合
、
法
令
違

反
を
問
う
こ
と
は
ど
の
よ
う
に
可
能
な
の
か
。
ま
た
、
誰
が
法
令
違
反
の
責
任
を
問
わ
れ
る
か
。 

九 

環
境
省
令
案
で
は
、
「
次
に
掲
げ
る
事
項
の
記
録
及
び
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
を
行
っ
た
位
置
を
示
す
図
面
を
作
成
し
、

当
該
再
生
利
用
を
行
っ
た
場
所
の
管
理
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
保
存
す
る
こ
と
」
と
あ
る
。 

 

１ 

こ
の
記
録
を
環
境
省
は
一
元
管
理
す
る
の
か
。 

 

２ 

「
管
理
が
終
了
す
る
ま
で
の
間
、
保
存
す
る
こ
と
」
と
は
、
い
つ
ま
で
か
。
具
体
的
に
明
ら
か
に
さ
れ
た
い
。 

 

３ 

た
と
え
ば
八
千
ベ
ク
レ
ル
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
除
去
土
壌
は
、
原
子
炉
等
規
制
法
の
ク
リ
ア
ラ
ン
ス
レ
ベ
ル
で
あ
る
百
ベ

ク
レ
ル
／
キ
ロ
グ
ラ
ム
（
セ
シ
ウ
ム
一
三
四
と
一
三
七
の
総
計
）
に
ま
で
減
衰
す
る
た
め
に
は
何
年
必
要
な
の
か
。 

 

４ 

濃
度
に
応
じ
た
管
理
期
間
を
「
除
去
土
壌
の
再
生
利
用
の
基
準
」
に
書
か
な
い
の
は
何
故
か
。 
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５ 

「
次
に
掲
げ
る
事
項
」
の
記
録
を
作
成
す
べ
き
者
が
、
事
実
に
反
す
る
虚
偽
記
載
を
し
た
場
合
や
、
実
際
の
再
生
利
用

状
況
と
記
録
が
食
い
違
っ
て
い
た
り
す
る
場
合
に
、
罰
則
は
あ
る
か
。 

十 

行
政
手
続
法
第
三
十
九
条
に
は
「
命
令
等
制
定
機
関
は
、
命
令
等
を
定
め
よ
う
と
す
る
場
合
に
は
、
当
該
命
令
等
の
案
及

び
こ
れ
に
関
連
す
る
資
料
を
あ
ら
か
じ
め
公
示
し
、
意
見
の
提
出
先
及
び
意
見
の
提
出
の
た
め
の
期
間
を
定
め
て
広
く
一
般

の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
あ
る
。 

 

１ 

環
境
省
の
担
当
者
に
よ
れ
ば
、
環
境
省
令
案
と
「
福
島
県
内
に
お
け
る
除
染
等
の
措
置
に
伴
い
生
じ
た
土
壌
の
再
生
利

用
の
手
引
き
（
案
）
」
は
、
関
係
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
意
見
募
集
の
際
に
、
関
連
す
る
資
料
と
し
て
手
引
き
（
案
）

を
公
示
し
な
か
っ
た
の
は
、
行
政
手
続
法
違
反
が
疑
わ
れ
る
た
め
、
手
続
を
や
り
直
す
べ
き
で
は
な
い
か
。 

 

２ 

意
見
募
集
を
す
る
際
に
は
、
「
広
く
一
般
の
意
見
を
求
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
さ
れ
て
い
る
が
、
環
境
省
は
、
広

く
意
見
を
求
め
る
た
め
に
ど
の
よ
う
な
こ
と
を
行
っ
た
の
か
。 

 

右
質
問
す
る
。 


